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釧路孝仁会看護専門学校学科長                   岡  田  知  重 様 

釧路養護学校 PTA 役員              八 幡 百合香 様 

北海道教育大学釧路校教授            小野川 文 子 様 

障がい者就業生活支援センター「ぷれん」センター長 高 谷 さふみ 様 

    

 北海道釧路養護学校長                  髙 橋 好 則   
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副校長 齋 藤 利 文   

教 頭 武 藤 健 司 

事務長 本 行 隆 司 

  

 

 

 
日  時  令和４年（2022 年）８月 30 日（火） 

 

13：30～15：00 
 
  会  場  北海道釧路養護学校 体育館 
  



     令和４年度（2022 年度）第２回学校運営協議会参加メンバー         

 

北海道釧路養護学校 学校運営協議会会長      小野川 文 子 様 

（北海道教育大学釧路校准教授）           

北海道釧路養護学校 学校運営協議会副会長     高 谷 さふみ  様 

（障がい者就業生活支援センター「ぷれん」センター長 ）   

北海道釧路養護学校 学校運営委員会委員 

（釧路市新橋第一町内会長）            高 橋   實 様 

（北海道社会福祉事業団白糠学園 学園長）     細 川 和 則 様 

（ゼベットの会会長）                佐 藤 みちる 様 

（釧路孝仁会看護専門学校学科長）                 岡  田  知  重 様  

釧路養護学校 PTA 役員               八  幡  百合香 様

北海道釧路養護学校長                 髙 橋 好 則  

【本校職員】 

副  校  長   齋 藤 利 文 （事務局員） 

教    頭   武  藤  健  司 （事務局員） 

事  務  長   本 行 隆 司 （事務局員） 

主 幹 教 諭  佐々木 尚 美   

生徒指導部長 保 東 徳 夫  教 務 部 長  井 土 登美子 

教務副部長 岸 田 賢 太  小学部主事   長 屋 さおり 

中学部主事  堀   輝 太  高等部主事  志 田 雅 昭 

寮 務 主 任  北 外 さゆり  庶 務 部 長   平 田   桂 

生 活 部 長   中 村    元  保健体育部長  深 山 耕 一 

研 修 部 長  岩 井   巧  男子棟主任  荒 川 隆 史 

女子棟主任  石 橋 令 子    庶 務 部 長  杉 村 昭 恵 

 

 



令和４年度（2022 年度）第２回学校運営協議会 

 

1  日   時  令和４（2022 年）８月 30 日（火） 13：30～15：00 

2  会   場  北海道釧路養護学校 体育館 

3  開   会     

（１） 学校長挨拶             （校  長 髙 橋 好 則） 

（２） 学校運営協議会会長挨拶       （会  長 小野川 文 子） 

４ 辞令交付式 

５ 本日の日程等について         （事務局 副校長 齋 藤 利 文） 

６ 学校支援部会 

   

 

 

 

（１）説明 

  釧路養護学校における寄宿舎の教育活動の実際（庶務部長   平 田   桂） 

        寄宿舎における行事等の在り方   

        

（２）説明 

  釧路養護学校の大津波時の避難体制について  （生徒指導部長 保 東 徳 夫） 

        大津波発生時の避難体制と地域との連携   

 

（３）熟議 グループでの熟議 

A グループ：小野川 八幡 北外 平田 中村 志田 岸田 校長 

B グループ：高谷  岡田 石橋 杉村 深山 長屋 井土 副校長 

C グループ：細川  佐藤み 髙橋寛 佐々木 荒川 岩井 武藤 堀 保東  

事務長 

７ 閉   会 

学校長挨拶        （校長 髙 橋 好 則） 

学校運営協議会会長挨拶  （会長 小野川 文 子） 

目 的 学校支援部会は、学校を支援するための様々なアイディアや意見、企業

や各種団体等との連携等の在り方について熟議を重ね、地域の人材や、物

的資源を活用した授業（寄宿者生活）の充実を図ることを目的とする。 


